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観
光
資
源
の
巨
大
古
墳
を
訪
れ
る

樋
野
ヶ
池
・
小
治
ヶ
池
雨
水
の
活
用

「河内大塚山古墳」案内板とため池
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▲樋野ヶ池と河内大塚山古墳　樋野ヶ
池北堤側の商業施設屋上から。右が樋
野ヶ池の小島。左奥の森が河内大塚山
古墳。南北道は中央環状線（阪和道）。

　
松
原
市
は
、
観
光
行
政
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
庁
内
に
観
光
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

課
を
置
き
、
松
原
市
観
光
協
会
や
松
原
商
工
会

議
所
・
阪
南
大
学
な
ど
と
協
働
し
て
、
歴
史
・

文
化
・
産
業
・
ス
ポ
ー
ツ
・
グ
ル
メ
な
ど
幅
広

く
市
内
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
多
く
の
人
々
に
訪
れ
て
ほ
し
い

歴
史
遺
産
と
し
て
、
河か
わ
ち内
大お
お

塚つ
か

山や
ま

古こ

墳ふ
ん
（
西

大
塚
一
丁
目
）
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
わ
が
国

で
五
番
目
の
巨
大
前ぜ
ん

方ぽ
う

後こ
う

円え
ん

墳ふ
ん
で
す
。
世
界

遺
産
の
百も

ず
舌
鳥
・
古ふ
る

市い
ち

古
墳
群
（
堺
市
・
羽

曳
野
市
・
藤
井
寺
市
）
の
中
間
地
域
に
立
地

し
ま
す
。
六
世
紀
半
ば
〜
後
半
の
築
造
で
、

こ
の
時
期
で
は
全
国
一
の
規
模
を
誇
り
ま
す

の
で
、
当
時
の
天
皇
陵
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
ま
す
（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
266
・
267
）。

　

そ
こ
で
、
河
内
大
塚
山
古
墳
の
認
知
度
を

広
め
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
で
発
信
し
た
り
、
講

演
会
や
見
学
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
私
は
道
路
上
や
、
最
寄
り
駅
の
近
鉄
河

内
松
原
駅
か
ら
古
墳
に
至
る
ル
ー
ト
に
案
内

板
を
設
置
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。

　

お
か
げ
で
、
令
和
三
年
秋
に
は
府
道
堺
・

大
和
高
田
線
で
、
こ
れ
ま
で
河
内
大
塚
山

古
墳
の
入
り
口
に
あ
た
る
信
号
機
の
あ
る

交
差
点
で
「
西
大
塚
一
丁
目
」
と
表
記
さ

れ
て
い
た
道
路
標
示
板
が
、
大
阪
府
や
地

元
西
大
塚
町
会
の
ご
協
力
で
、「
河
内
大
塚

山
古
墳
前
」
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
府
道
が
河
内
松
原
駅
方
面
に
向

か
い
、
府
道
中
央
環
状
線
が
高
架
に
な
る
府

立
大
塚
高
校
第
二
運
動
場
前
で
も
、「
河
内
大

塚
山
古
墳
」（
450
ｍ
）
の
案
内
板
が
設
け
ら
れ
、

人
々
を
巨
大
古
墳
へ
い
ざ
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
案
内
板
に
導
か
れ
、
中
央
環
状
線
の
歩
道
を

南
へ
行
く
と
、
右
手
に
樋ひ

野の

ヶが

池い
け
（
上
田
六
丁

目
）
が
水
を
た
た
え
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
中

頃
の
宝ほ
う

永え
い

二
年
（
一
七
〇
五
）
六
月
の
「
河
内

国
丹た
ん

北ぼ
く

郡
松
原
村
明め
い

細さ
い

帳ち
ょ
う」に
、現
在
の
上
田・

新
堂
・
岡
か
ら
成
る
松
原
村
は
十
一
も
の
た
め

池
が
所
在
す
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
、樋
野
ヶ
池
は
「
ひ
の
か
池
」
と
表
記
さ
れ
、

松
原
村
最
大
の
広
さ
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。「
四

町ち
ょ
う

七
反た
ん

六
畝せ

弐に

拾じ
ゅ
つ

歩ぽ

長
百
三
拾
間け
ん

横
百
拾

間
」
と
あ
り
ま
す
。

　
樋
野
ヶ
池
は
昭
和
四
十
三
年（
一
九
六
八
）、

中
央
環
状
線
着
工
の
た
め
、
東
側
池
敷
の
大

部
分
が
潰
廃
し
ま
し
た
。
当
時
の
池
敷
面
積

は
5.13

、
水
面
面
積
5.03　
、
貯
水
量
5.00
万
m³

で
し
た
。
中
央
環
状
線
開
通
後
も
、
商
業
施

設
や
府
立
松
原
高
等
職
業
訓
練
校
建
設
（
移

転
。
現
、
松
原
ポ
ン
プ
場
）
に
よ
っ
て
、
2.80

が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

池
中
央
に
小
島
が
残
り
、
北
東
斜
面
か

ら
、
六
世
紀
半
ば
ご
ろ
の
須す

恵え

器き

窯が
ま

が
検

出
さ
れ
て
い
ま
す（「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」175
）。

こ
こ
で
焼
か
れ
た
須
恵
器
が
、
す
ぐ
東
方

の
河
内
大
塚
山
古
墳
に
供
給
さ
れ
た
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

　

樋
野
ヶ
池
は
中
央
環
状
線
で
分
断
さ
れ
ま

し
た
が
、
道
路
東
側
の
一
部
は
残
り
、
養
魚

用
の
小
池
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

今
で
は
「
小お

治じ

ヶが

池い
け

雨
水
調
整
池
（
雨
水
流

出
抑
制
施
設
）」と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
、
小
池
の
南
側
に
は
、
樋
野
ヶ

池
に
接
す
る
よ
う
に
小
治
ヶ
池
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
二
十
八
年
、

住
宅
地
と
し
て
埋
め
立
て
ら
れ
た
の
で
す
。

そ
の
た
め
、旧
小
治
ヶ
池
の
開
発
地
に
「
大

雨
の
時
、
雨
水
を
一
時
的
に
貯
留
し
て
下

流
へ
少
し
ず
つ
流
し
、
河
水
や
水
路
の
氾

濫
を
防
ぐ
」
調
整
池
が
必
要
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
隣
り
あ
う
小
池
が
利
用
さ
れ
た

の
で
す
。
小
治
ヶ
池
の
名
を
冠
し
ま
す
が
、

雨
水
施
設
は
樋
野
ヶ
池
な
の
で
す
。

　

小
治
ヶ
池
は
、「
松
原
村
明
細
帳
」
に

は
「
か
う
し
か
池
」
と
あ
り
ま
す
。「
九
反

六
畝
弐
拾
歩
長
五
拾
八
間
横
五
拾
間
」
と

も
記
し
ま
す
。
潰
廃
前
は
池
敷
面
積
2.10

、

水
面
面
積
1.90　

、
貯
水
量
2.00
万
m³
で
し
た
。

　

こ
の
雨
水
調
整
池
に
、
河
内
大
塚
山
古

墳
へ
の
距
離
案
内
板
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
堺
・
大
和
高
田
線
の
道
路
標
示
板
と

は
別
に
、
市
は
令
和
四
年
春
、
河
内
松
原

駅
南
口
陸
橋
上
や
陸
橋
下
、柴し
ば

籬が
き

神
社
（
上

田
七
丁
目
）・
中
央
環
状
線
西
大
塚
歩
道
橋

に
も
「
河
内
大
塚
山
古
墳
」
へ
の
案
内
板

を
設
置
し
ま
し
た
。
調
整
池
ま
で
来
た
ら
、

河
内
大
塚
山
古
墳
は
も
う
目
前
で
す
。

　

過
去
、
松
原
市
は
た
め
池
の
町
で
し
た
。

昭
和
四
十
年
代
以
降
、
市
域
面
積
の
十
分

の
一
を
占
め
て
い
た
た
め
池
の
多
く
は
、

潰
廃
・
改
変
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
観
光

資
源
と
し
て
の
河
内
大
塚
山
古
墳
の
案
内

板
に
導
か
れ
な
が
ら
、
た
め
池
の
歴
史
に

も
触
れ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▲樋野ヶ池の小池を利用した「小
治ヶ池雨水調整池（雨水流出抑制
施設）」　左側フェンスに「河内大塚
山古墳」案内板が付けられている。

▲近鉄河内松原駅歩道橋上
の「河内大塚山古墳」案内板
駅から古墳まで、1290m
の距離を示している。

▲府道堺・大和高田線の「河内
大塚山古墳前」標示板（西大塚1
丁目） 東から西へ。「河内大塚
山古墳100m」の案内板もある。
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